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に示す｡ o･5 Mフェロシアン化カリウム(和光純薬工業(秩),試薬特級, K4lFe(CN)6]･3H20)溶液

























0.5 M, 37.5 ml
滴 M(NO3)2溶液
0.5M,50ml


















KCuFC, KNiFCおよびKCoFCについて､ 3M HNO3溶液中において､ Pd2+の初期濃度を


































































試料をPd2+溶液(100ppm Pd2十･3MHNO3)とT7m= 150cm3g'1で振とうし､ Pd2十のMCに























試験溶液を25℃で､流速を0.1, 0.23, 0.48 mlノminと変化させて通じさせ､ Pd2+破過曲線
を得た｡
2.2.4-(d) pd2+溶出特性


































得られた全ての不溶性フェロシアン化物について､ Pd2+吸着前後(250 ppm Pd2十一3 M
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【HNo31 / mo- dm3




























































Ceq /Qeq - 1/KQm批+(1/Qm批)Ceq　　(g/dm3)
(4)
(5)
式(5)から得られるCeq /QeqとCeqの関係をFig･ 18に示す(Langmuirプロット)o Ceq/Qeqと
Ceqの間には､直線関係が得られ､ Langmuir型吸着等温式に従っていることが分かるoさ
らに式(5)より､その傾きが1/Qmaxであるので､傾きから飽和吸着量Qm狐が求められる｡最






pd2+吸着率の比較を行い､その結果をFig. 19に示す｡ Fig. 19(a)では､ KNiFCのPd2+
吸着率がほぼ100%という高い値を示し､他の交換体よりも優れたPd2+吸着能を有して
32












































































100 ppmとし､ 1 MのNa+イオンを共存させたより厳しい溶液条件下で吸着実験を行















































示す｡ Bは､ K仲e= 1.03で極小となる｡一方､俵qには明らかな傾向が得られなかったが､










に示す｡さらに､液相中-のPd2+溶出量をFig. 24に示す. Fig. 23およびTable 4か







































(e) 400℃焼成-1 M HNO3処理
(f) 400℃焼成-3M HNO3処理
(h) 400℃焼成-13.1 M HNO3処理
Fig.23　PdO回収試験の不溶解残壇のEDSスペクトル
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示す｡ Fig. 26から､ KCuFC-MC粒子内にはKCuFC粉末が一様に分散し､粒子内の
KCuFC結晶内で､ Pd2+交換が行われていることが分かる｡







































































































Fig. 33(a)に､温度を20℃, 35℃および50℃と変化させた場合の､ Pd2+破過曲線を示






示す｡破過点は0.3, 1, 3および5Mでそれぞれ､40.5, 55, 42.5および66･5cm3であり､












Effluent VOL ∫ crTP









EfFJuent VOJ. / crTf








Fig. 35(a)は､流速を0.1, 0.23および0.48 ml/minと変化させた場合のPd2+破過曲線
を示す｡破過点は0.1, 0.23および0.48 ml/minでそれぞれ63.2, 42.4および21･6cm3





Fig. 36は､ 1.0 Mチオ尿素を流した場合の､ KCuFC･MCカラムからのPd2十および
･Fe3･の溶出曲線を示す｡データ範囲内において､ Pd2+の溶出率は約92%であったが､同





























vohme of 1.0 M thiou帽a PaSSed / cm3
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(2) KCuFC-MCの吸着速度は25℃の場合より50℃の場合の方が大きく､ 2 dでPd2･吸着
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